
◇ 2012年２月28日 第1034回例会(第1033号) ◇

ロータリー、人類のために活動します（Rotary, Humanity in Motion）

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

Ｂグループ 西本、八橋、今村、杉本
赤尾各会員

３月12日(月)・26日(月)
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

■ 出 席 報 告 ■ 寺 井 委 員

【２月21日】
在籍会員 39名（内出席規定適用免除者 11名）
出席会員 31名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 88.57％

１月31日のＭＵを含む出席率 97.22％

本日の例会

今週の歌 「 我等の生業 」

卓 話 「 物を思う心、木の心、

命とつきあう 」

木工作家（人間国宝）

村 山 明 様

次回例会のお知らせ(３月６日)

卓 話 「 ５分間卓話 」

『 最近あった楽しい出来事 』

本日の会長の時間

「尺貫法と設計」 庄 瀬 会 長
建築の寸法は芯から芯1,820㎜が一間で、910㎜が

半間です。日本の住宅はずっと尺貫法で大工が材料
を加工しました。尺貫法の家は家具がバランス良く
収まりますし、和室は畳の割付けを考えると尺貫法
が基本です。
しかしドアの有効寸法は750㎜しかなく車いすの

場合不自由です。だからといって入口だけを広くす
ると建築費が割高になります。
片やｍ寸法は芯から芯1,000㎜で、廊下や階段は

ゆとりがあり使いやすく物の持ち運びがしやすいの
です。尺貫法の８帖(13.2㎡）は、ｍ寸法では16㎡
です。おなじような生活空間でもｍ寸法の部屋は広
くなります。
逆に同じ部屋数でｍ寸法40坪の家は、尺貫法でつ

くると34坪の家になります。部屋数が同じであれば
少し寸法が伸びても、ドアや窓や照明器具の数が増
えませんから施工の予算は増えません。分譲業者は

値段を安く表現するためにｍ寸法を採用します。
私の設計は、廊下、階段、便所などはｍ寸法を採用
し、他の部分は予算に応じて尺貫法寸法、ｍ寸法と
いう基準を決めず設計します。ハウスメーカーはこ
のように複雑な作業はしません。注文住宅なら自分
サイズの寸法を考えて建築することをお勧めします。

前回〔２月21日〕例会記録

■ 来 客 ■
宮 里 唯 子 様

（卓話者・ＲＩ第2660地区 財団ＦＶＰ委員会 副委員長・茨木西）

幹事報告 橋 本 幹 事
◎西本会員に2012～2013年度地区青少年活動委員会
副委員長の委嘱状が届きました。



◎第２回クラブ国際奉仕・世界社会奉仕委員長会議
の案内
日時：３月24日(土) 13：30～15：30
場所：薬業年金会館601号室
長島委員長よろしくお願いいたします。

◎会長エレクト研修セミナー・地区チーム研修セミ
ナー合同開催の案内
日時：３月31日(土) 10：00～15：25
寺井会長エレクト・西本地区青少年活動副委員

長よろしくお願いいたします。
◎次回28日(火)の例会は30分延長しております。
終了時間は14：00です。

ニコニコ箱

宮里唯子様(地区財団ＦＶＰ副委員長) 御礼はニ
コニコ箱に寄付させて頂きます。

芳 賀 会 員 早退します。
今 村 会 員 宮里様卓話有難うございます。
西 山 会 員 結婚祝いの花束を有難うございま
した。

庄 瀬 会 員 宮里様、本日の卓話よろしくお願
いします。

渡 辺 会 員 宮里様、本日卓話をして頂き、有
難うございます。
本日分 31,000円
累 計 1,013,000円

青少年奉仕委員会 山 委員長
春のライラ（初級）開催のご案内
日 時：５月３日(木・祝)～５月５日(土・祝)
場 所：勝尾寺・応頂閣
ホスト：箕面ＲＣ

職業奉仕委員会 木 元 委員長
出前授業を実施いたします。
日 時：２月24日(金)２時限目、３時限目
対 象：５年生４クラス全員（129名）
場 所：吹田南小学校 ３階多目的ホール
内 容：２時限目 ９：40～10：25

公認会計士（会計士の仕事・仕組み）
西山俊明 会員

建築業（エコ住宅とは）
田中茂晴 会員

３時限目 10：45～11：30
ヴォーカリスト（音楽って楽しいよ
ね！） 延 秀恵 会員

卓 話
「ロータリー財団の『未来の夢計画＝フューチャー・

ビジョン・プラン』について」

（２月21日・第1033回）
ＲＩ第2660地区 財団ＦＶＰ委員会

副委員長 宮 里 唯 子 様

卓話にお招き頂き、誠に有難うございます。
本日は、「世界理解月間」に因み、ロータリー財

団の「未来の夢計画＝フューチャー・ビジョン・プ
ラン」についてご説明申し上げたいと存じます。
2017年に財団が創立100周年を迎えるあたり、ロー

タリーの大きな成果と認知度を高めると同時に、効
率化をはかるため策定されたものです。一番重要な
変更点は、財団の三つのプログラム、①人道的補助
金プログラム、②奨学金、③職業研修の各プログラ
ムに活用される補助金制度の変更で、補助金は大別
しますと「新地区補助金」と「グローバル補助金」
の２種類となります。
新補助金制度は、2010－2011年度から既に世界の

100地区で運用が開始されており、2013－14年度か
らは全世界で施行されることになっています。2012
－13年度は、現行制度の最終年度ではありますが、
新補助金制度の一つである「新地区補助金」運用の
計画年度にあたっており、地区とクラブにおいて、
2013年度からの委員会構成や社会奉仕活動・国際奉
仕活動について計画を始める必要があるのです。
「新地区補助金」の原資は、地区財団活動資金

（ＤＤＦ）の50％です。現行の「地区補助金」のそ
れが20％であることを考えますとかなり増額となる
わけですが、これで賄うべき地区やクラブの活動も
増加すると思われ、地区では慎重に配分をしなけれ
ばなりません。しかし、地区（地元レベル）の裁量
権が大きくなり、その責務は重くなりますが、一方
各クラブの活動に対する支援が迅速かつ効率よく行
えるようになると考えられます。ロータリー財団が
目標とするところの、「自分たちのロータリー財団」



という自覚がさらに高まり、またクラブにおいても
活性化につながる可能性が大きいのです。この補助
金を活用する為には、プロジェクト実施年度の前年
度（計画年度）中に計画書を地区に提出する必要が
あります。つまり業務サイクルが２年度にわたるこ
とになります。
「グローバル補助金」は、①平和と紛争予防／紛

争解決、②疾病予防と治療、③水と衛生設備、④母
子の健康、⑤基本的教育と識字率向上、⑥経済と地
域社会の発展、という６重点分野における大規模な
活動（プロジェクト規模３万ドル以上）で、その成
果が測定可能であり、また補助金活動終了後も成果
が持続するプログラムに活用することができます。
「新地区補助金」とは異なり、各クラブは年度内い
つでも申請することができますが、申請に先立ち提
案書をオンラインで財団へ提出します。提案書が受
理されれば、申請書を提出する事ができるわけです
が、受益社会の真のニーズを調査のうえ立案されて
おり、６重点分野にあてはまり、成果が測定可能か
つ持続可能であることを証明しなければなりません。
新補助金制度は2013－14年度から開始されるわけ

ですが、準備は2012－13年度からスタート致します。
まず、クラブは地区から資格認定を受けなければな
りませんが、具体的には、地区が主催する「財団補
助金管理セミナー」に出席し、ＭＯＵ（覚書）に署
名・提出します。そして、「新地区補助金」の活動
計画を立案し、計画書を地区に提出します。「グロー
バル補助金」は、活動計画を前年度に作成すること
は必須ではありませんが、申請要件を満たす為には、
かなりの調査や準備期間が必要となると思われます
し、複数クラブによる合同プロジェクトの必要性も
高くなりますので、やはり来期中に準備を始め、提
案書や申請書が提出まで完了していれば、2013年度
はプロジェクトが実施できることになります。
地区財団ＦＶＰ委員会とロータリー財団委員会で

は、ＦＶＰへの移行を機に、地区内クラブの皆様に
わかりやすい新補助金制度の導入を目指しておりま
す。吹田江坂ロータリークラブの皆様におかれまし
ては、2012年３月のＰＥＴＳや４月の地区協議会、
また2012年７～12月には財団関連のセミナーや会議
にご出席頂き、クラブ内においてＦＶＰの理解を深
め、ＭＯＵを研究して頂くようお願い申し上げます。
そして2013年１～６月には、新補助金の資格認定プ
ロセスを完了の上、「新地区補助金」の使用計画を
提出、「グローバル補助金」も提案書や申請書の提
出ができるよう活動計画を策定下さい。
最後になりましたが、私は今年度、地区国際大会

推進委員長を拝命致しました。国際大会への参加は、
国際奉仕活動の４分野の一つであります。当地区で
は、200名の参加を目指しておりますが、現時点で
登録者数は約170名程度。目標まであと一息でござ
います。現地にて吹田江坂ロータリークラブの皆様
にお目にかかれますことを楽しみにお待ち申し上げ
ております。

卓 話

「相続あれこれ」（２月７日・第1031回）（つづき）
東 秀 夫 会 員

４．遺言が必要と思われる人
イ．配偶者のみで被相続人に兄弟姉妹のいる人。
ロ．特殊関係人との間に認知した子（非嫡出子）
がいる場合。

ハ．先妻との間に子がいる場合。
ニ．事業承継のために事業を引き継いでいる長男
に会社の株と事業用の不動産（債務あり）を相
続させたい場合等。
事業円滑化法により遺留分特例とか贈与税、相

続税の免除制度ができているが、非常に使い難い
内容になっているため、ほとんど利用がないのが
実情。
株式譲渡制限規定から株式の会社買取りによる

方法や種類株を利用する方法等。
５．遺言の種類

民法の定める遺言の方式には普通方式として
イ．自筆証書遺言

遺言者が遺言書の全文、日付及び氏名を自署
し、これに押印する方法。
長所
１人で自由に書け、遺言の存在・内容につい
て誰にも知られることなく、最も簡単でしかも
無料
短所
法律的に内容が不明確であったり、遺言があ
ることを誰も知らなかったり、相続人の１人が
自分に不利なことを知りこっそり破棄して、遺
言が実行されない恐れがある。

ロ．公正証書遺言
証人２人以上の立会、公証人が遺言者の口述
を筆記します。不動産の相続登記をする場合、
相続人全員の実印が不要。費用も思うほど高く
はありません。
この方法を推奨します。

ハ、秘密証書遺言
遺言者が遺言書に署名・押印して封筒に入れ、



同じ印で封印し、公証人、証人２人以上の前で
自分の遺言書であることを申し述べるなどして、
公証人が証人とともに署名・押印するやり方。
遺言内容を公証人がチェックしていないので、

無効の恐れあり。家庭裁判所の検認がイと同様
必要。
蛇足ですが信託銀行がしている遺言信託は「信

託」という名がついていますが信託法で言う信託
とは別物で遺言作成業務・遺言書保管業務・遺言
執行引受業務をしておりそれなりの信託銀行に対
する手数料が必要。

６．遺産分割の注意点
イ．遺留分について考慮する
ロ．遺言執行人を選任しておく
ハ．「不動産については○○に相続させる」とい
う遺言にしておけばこれについては、相続人単
独で相続登記ができる。

７．例えば長男に全ての財産を相続させたい場合
被相続人の生前贈与、相続人の相続放棄以外に、

家庭裁判所の許可を得て長男以外の相続人が遺留
分の放棄をすることを民法は認めています。長男
以外の相続人が遺留分放棄の理由の合理性、必要
性、放棄との引換えになんらかの代償が在るのか
ないのか等を家庭裁判所が審査して許可がでれば
可能になります。

８．相続税の改正案
平成23年４月１日から実施予定の改正案が廃案

となり「社会保障と税の一体改革素案」が平成24
年１月６日に民主党税制調査会から各税目の改正
内容がでており、それによると消費税は平成26年
４月１日より地方消費税を含めて８％に、相続税
は平成27年１月１日以降の相続または遺贈より前
の改正案と同じ改正内容ででています。

相続税の課税ベース

現 行 改正案

定 額 控 除 5,000万 3,000万

法定相続人 1,000万に法定相続人 600万に法定相続人

配偶者と子供２人が１億円の相続財産を法定
相続どおり相続した場合

現 行 改正案

配偶者 0円 0円

子 供 50万×２＝100万円 145万×２＝290万円

最近は相続税が生ずるケースは亡くなった人
の４％ぐらいで、税収は平成５年度のピーク時

2.9兆円の２分１以下になっている。
なお、いま問題になっている消費税の税収は
年10兆円前後で推移しており、１％で約２兆円
の税収になります。将来の相続にあたり今日の
拙い話が参考になれば幸いです。

卓 話

「お詫びと映像でのニコニコキャンプ報告」

（２月14日・第1032回）
2011～2012年度少年少女ニコニコキャンプ

八 橋 志 夫 実行委員長

地区主催の2011～2012年度少年少女ニコニコキャ
ンプを当クラブと関西大学ＲＡＣがホストとなり
2011年７月30日(土)～８月１日(月)の３日間行いま
した。実行委員の方々はじめ会員の方々のお蔭で大
成功に終えることが出来ました。大変遅くなりまし
たが皆様のご尽力に感謝申し上げます。また報告書
のお届けが今日になりましたことお詫び申し上げま
す。
子ども達にはＤＶＤ付の報告書をすでにお届けい

たしておりますが、先日西本副実行委員長と関西大
学、舞洲スポーツアイランドのご尽力願った関係者
様に報告書をお届けかたがた挨拶して参りました。
報告書に記載されていますように578名という多く
のロータリアンの登録、そして60名という多くの子
ども達の参加を頂戴し事故もなく無事終えることが
出来ました。このニコニコキャンプにご尽力願った
地区はじめ関係者の方々に改めて感謝申し上げたい
と思います。
都合によりプログラムに参加出来なかった方々は

報告書をご覧になりながら、これよりプロジェク
ターに映し出される成松副実行委員長監修の映像で
少年少女ニコニコキャンプの様子をご覧頂けたら幸
いです。
ありがとうございました。
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